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優秀賞

「詩人になれ」

赤羽 佳奈子 (人文学科 1回生)

「二兎を追う者は二兎を得る」

伊 石 昂 平 (西洋史専修 2回生)

「真面ロボランティアの責任」

北 川 和 真 (地理学専修 5回生)

佳 作

「だんじり祭」

米 谷 充 史 (人文学科 1回牛)

◎ 選考会 2014年 9月 4日

◎ 選考委員

武藤 美也子 (選考委員長)

藤井 勝 学部長 (社会学教授)

山本 秀行 扁|1学部長 (英米文学教授)

鞍井 修一  化木 直彦  トー1高 健一

三宅 征彦  田中賢司  度野 幸夫

吉田浩次  西川 京子  坂本 直樹

円中康二  河鳥 真
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優秀賞

詩人になれ

赤羽 佳 奈子 (人文学科 1口 生)

文学部は世の中に必要ないのだろうか。

文学部では何を学ぶのかという問いに対 し、

神戸大学の文学部には 15の専修があり、それ

ぞれにさまざまなことを学ぶのだと答える。す

ると、ほとんど必ずと言っていいほど15種類

もの専修があることに驚き、関心を持ってもら

える。しかし、そこで調子に乗って各専修につ

いての説明をしようものなら、返ってくる言葉

は「それで、将来何になるのか。」「それを学ん

で何の役に立つのか。」 というような、極めて

冷淡なものであることが多い。文学部は世間に

嫌われているのだろうか。

それでも私が進学先に神戸大学の文学部を選

んだのは、いくつかの出会いに導かれたからで

ある。

高校 1年生の秋まで、私が志望していた学部

は法学部であった。私は幼い頃から本が好きで、

小学生の頃から1番好きな教科は国語、古典も

初めて学校で習った日には日記にその感動を記

すほど好きであり、中学生のときには、意味な

ど気にも留めなかったが百人一首に夢中になっ

た。そのほかにも言葉や哲学、文化など、文学

部で学べるようなさまざまなことに関心を持っ

ていた。学びたいと思っていたことのすべてが

文学部にあったと言ってもよいくらいだ。それ

でも文学部を志望していなかったのは、よく言

われることではあるが、「将来の就職先がわか

らない」、また、「役に立たなそう」だからであっ

た。そこで未熟な私は、甘い考えではあるが、

同じ文系であり、社会的に役に立つことが明確

で将来もわかりやすい法学部に進もうと漠然と

考えたのだった。

しかし、高校 1年生の秋、ある出会いをきっ

かけに私の心は大きく動かされた。それは高校

で誰もが経験する出会いであるのだが、多 くの

人は一瞬目を合わせるかどうかというくらいで

通 り過ぎてしまうようだ。一方、私はまともに

見つめ合い、心底惚れ込んでしまった。

この出会いによって私の世界は大きく変えら

,れたのだ。

「袖ひちて むすびし水の こほれるを 春

立つけふの 風やとくらむ」

国語の授業で習った、古今和歌集に載せられ

た紀貫之の歌である。最初に見たときにはよく

意味がわからなかったが、これは、「夏の日に

袖をぬらして両手ですくった水が、冬に凍って

しまったものを、立春となった今日の風が解か

しているのだろうか。」という訳ができる歌で

あり、一首のなかにいくつもの季節が込められ

ている、という解説を読み、感動してしまった。

たった 31音の言葉が並ぶだけで、四季折々の

空気感や色彩、心情までもが伝えられるのだ。

和歌とはこんなにも素晴らしいものなのか。そ

こで私は改めて、中学生のときに夢中になった

百人一首や、授業で習った万葉集、新古今和歌

集などの和歌を、意味や修辞法に注目しながら

読み返してみた。すると、どの歌も柔らかい響

きの中に美しい景色や、文字には現れないよう

な作者の心情が込められているということに気

がつかされた。そして、その中に見られる優雅

な言葉の遊び心。たった数文字でこんなにもた

くさんのことを伝えられ、遊び心まで持ち合わ



せる、言葉とは一体何者であるのか。昔の日本

人の心には、世界はどのように見えていたのだ

ろうか。外国では和歌はどのように表現される

のだろうか。この柔 らかい響きに込められた美

的感覚とはどこから来るものであるのか。この

一首との出会いをきっかけに、役に立つかどう

かなどという理屈を超える感動から、押しとど

めることのできないほど大きな関心を抱き、私

は文学部への進学を決意した。

では、なぜ数ある大学の中から神戸大学を選

んだのか。

私は長野県の出身である。距離はもちろんの

こと、交通手段の面から見ても、長野県と神戸

は遠 く離れている。文学部があり、学力に大差

がなく、環境も整っている、という大学がもっ

と近 くにないわけではない。それでも私が神戸

大学を選んだのには、ここにもある出会いが起

因している。この出会いは、私のこれまでの人

生の中で最大の出会いである。たった 18歳の

若者が、人生を変えるような大きな出会いを経

験するなどと言うのは、大げさに思われるかも

しれないが、本当に、この出会いは私にとって

それだけ重要なものだったのだ。

それは、まさに「恩師」と呼ぶのに相応しい、

高校の先生との出会いであった。しかし、この

先生は、担任でも、部活動の顧間でも、進路の

先生でもない。この先生とは、説明するのが困

難なほどに、特にこれといって表現できるよう

な名前の付 くつながりはなかったのだ。強いて

言うならば、高校 2年生のときに 1年間だけ倫

理の授業を教わった、というだけである。たっ

た 1年、2週間に 3回 という頻度の少ない授業

ではあったが、それは私が先生の魅力に気がつ

くためには十分な時間であった。

高校 2年生の 4月 、初めて受ける倫理の授

業。先生は大阪出身。「素敵な」関西弁の遣い

手であった。私が本物の関西弁に直接接するの

はこの時が初めてだ。先生の関西弁は穏やかで、

優しくて、温かみのあるものだった。関西の方

には申し訳ないのだが、それまで私は関西弁と

は漫才で聞くような語調が強 く、賑やかなもの

であるという勝手なイメージを持っていたため

に、穏やかな関西弁があるということは私に

とってかなり新鮮な発見であった。同じ日本語

という言語においても、まだまだ私の知らない

世界が山ほどある。それは、直接触れてみなけ

ればわからないものなのだ。たちまち私は関西

弁に興味を抱いた。関西に行き、生の関西弁に

触れ、関西弁を学びたい。ここから私は関西の

大学に進学しようと思い始めたのだった。

更に、素敵なのは関西弁だけではなかった。

先生は、「言葉を選ぶ」人であったのだ。「言葉

を選ぶ」という表現はよく使われるのだが、本

当に「言葉を選ぶ」ことができる人が、世の中

にどれほどいるだろうか。「言葉を選ぶ」ため

には、それだけの語彙、それを自分のものにし、

正しく使う表現力が必要である。それらを手に

入れるためには、さまざまな書物を読んだり、

さまざまな人と関わったりする中で得られる幅

広い知識や経験によるたくさんの引き出しがな

くてはならない、と私は考えている。先生によっ

て「選ばれた」言葉は、一粒一粒が美しく、そ

れでいてさりげなく、気づかぬうちに心の中に

満ちてくるようなものだった。先生の手にかか

れば、難しい内容の授業も興味深いものとなり、

すらすらと頭の中に染み込む。授業が楽しくて

仕方がない。誰もが黙って耳を傾けたくなる。

本当に素敵だった。だが、特にこれといった関

わりのない先生と話をする機会などなく、よう

や く先生と話をする機会を手に入れたのは高校

3年生の夏。そこで進路の話をし、先生の影響

で関西の大学に行きたいと考えているというこ

とを話したことから、念願叶ってついに交流が

始まった。

それからというもの、相談に乗っていただい

たり、ぽつりぽつりと人生に関するお話を伺っ



たりしたのだが、話せば話すほどに魅力を感じ

ずにはいられなかった。押しとどめることので

きない尊敬の気持ちが湧き上がる。私も先生の

ように引き出しを多く持つ人になりたいと思っ

た。そのためにはどうすればよいのだろうか。

そして後に、先生が神戸大学文学部の卒業生で

あることがわかった。神戸大学。文学部があり、

私の行きたい関西でもある。そこで単純な私は、

神戸大学に何か素敵な人になるための鍵が隠さ

れているはずであると考え、いろいろと調べた

結果、志望校としてここを選んだのであった。

こうして紆余曲折ありながらも辿 り着いた、

神戸大学文学部。そこでぶつかったのが冒頭の

疑間である。

文学部は世の中に必要ないのだろうか。

私は全力で首を横に振 りたい。

「もしも詩人がいなかったら、世の中はつま

らないだろう。だから、お前は詩人になれ。」

これは恩師の言葉である。そこから私は考え

た。文学部 とは、「詩人」になるための学部な

のではないか。確かに詩人がいなくとも、社会

が混乱に陥ることはないだろうし、そのせいで

死人が出ることもないだろう。しかし、「詩人」

が違った視点から世界を見つめ、言葉を選びな

がらそれを表現することで、ほんの少しだけで

も人の心を動かし、ほんの少しだけでも世の中

を楽しいものに変えられるのだ。そして、ここ

での「詩人」とは、詩を書 くことを職業として

いる詩人だけのことを言っているのではない。

私は、「言葉を選ぶ」ことができ、世界をさま

ざまな視点から見つめることができる人のこと

を「詩人」であると考えたい。先ほど述べた通

りに、「言葉を選ぶ」ために必要なのは多 くの

言葉に触れ、経験を重ねることだ。では、さま

ざまな視点を手に入れるためにはどうすればよ

いのか。ここでも以前にいただいた恩師の言葉

を借 りると、「プラス 10か らマイナス 10の世

界を知った上で、プラス 3か らマイナス 3の世

菫 重 ≧壁上三ヱ ≧量 八堕 Q

界の中で生きる」べきなのだ。これはつまり、

今自分が生きている世界がプラス 3か らマイナ

ス 3と いう広さの世界であるとしたときに、そ

こだけしか知らずに生きるのと、そことは直接

関わりのない外側の世界を知った上で生きるの

とでは、見える世界が全 く違 うということだ。

違った視点を手に入れるためには、直接役に立

つとは思われないことを学ぶ必要があるのだ。

以上のことから、私はこれから文学部生とし

て過ごしてゆく中で、書物や人との出会いを大

切にしながら「言葉を選ぶ」能力を身につけ、

社会に出たときに直接役に立つわけではないこ

とを全力で学んでさまざまな視点を手に入れよ

うと思う。そして社会に出たときに、人の命を

救うような大きなことはできないにしても、自

分の隣にいる人をほんの少しだけ楽しませられ

るような人になりたい。このようなささやかな

積み重ねが、社会を質的に豊かにする力となる

かもしれない。これが文学部生としての私たち

にできることではないか。

だからこそ、「文学部で学んで、将来何にな

るのか。」という質問に対 し、これからは胸を

張って答えたい。

私は詩人になる。
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二兎を追う者は二兎を得る

伊 石 昴 平 (西 洋 史 専修 2口 生 )

僕は神戸で 2度目の春を迎えた。神戸大学に入

学して 1年、あっという間のようだが、振り返ると色々

なことがあった。1年を振り返り、僕が考え、思う

ことを綴りたい。

1年前、僕は受験のストレスと運動不足で体重

が 10蛇も太っていた。家族からタンエットを強要さ

れ、僕自身もさすがに何とかしないとみっともない

と思い、入学と同時にスポーツジムヘ入会した。が、

数回通っただけで、一気に 10蛇痩せ、元通りになっ

た。これはジムの効果ではなく、通学によってなさ

れた業である。僕は大阪の南部にある岸和田に住

んでいる。だんじり祭りが全国的にも有名な街だ。

神戸方面へ通う近所の学生は下宿をしている場合

が多いが、僕は約 2時間かけて通っている。1限

からの時は満員電車にゆられ、バスに乗り、そして

勝手がわからない大学内で迷子になり、うろうろと

歩き回る。僕はぼんやりしている性格なので、うっ

かりすることが極めて多い。ただでさえ教室を間違

えるのに、さすが神大、六甲のふもとだけあって坂

が多く、歩き回るのは相当なウォーキングだ。結局、

スポーツジムは何一つ効果をもたらすこともなく、む

しろウォーキングで疲れすぎてジムどころではなく、

さっさと1か月で退会した。

僕が通学を選んだことには理由がある。簡潔に

言えば家に帰りたいからだ。情けない坊っちゃんの

ように聞こえるが、自宅には僕の大切な友達がいる。

前回のレポートで登場した「チェロ」=「彼」である。

僕にとってチェロは切り離せない存在であり、日下

手な僕の思いを表現してくれる大切なパートナーで

ある。それゆえに文中では「チェロ」を「彼」と呼

んでいることを補足しておく。

彼との対話は毎日の日課なのだが、大学を終え

て夜となると下宿では不都合が多い。環境的にも

彼を一人にすることが多くなるし、彼の環境まで変

えたくない。そして経費削減の目的もあつてのことだ。

僕の家庭は一般的な会社員の父で、言わば中流

家庭である。決して貧窮してはいないが、彼との関

係を継続するためにはかなりの経費がかかる。そん

なこともあり、通学を選んだのだc

僕が 4歳、彼が 8分の 1サイズの時に出合い、

時を経て 11歳でフルサイズの彼と対面し、二人三

脚で今まで頑張ってきた。だが僕は今、壁にぶち

当たっている。僕は学業と音楽の両立を目指してき

た。そして今もそのモチベーションに変わりはない。

しかしそれは、僕を孤立の淵へと誘うものだったc

僕の大学生活は味気ない。大学へは講義を受

けに行くだけだからだ。通学に2時間かかるため、

僕は 5限に授業を入れていないc最大でも4限ま

でで時間割を組んでいるが、それでも帰宅は 7時

になる。さっさと夕食を済ませたにしても、練習は

8時からになり、せいぜい 3時間やれたらいいとこ

だ。僕は体力のある方ではないので、週の半ばに

なると疲れてしまう。自宅へ帰ってくると、気が付い

たら自室のベッドで寝てしまっていることも度々だ。

今になってスポーッで体を鍛えておけばよかったと

後悔している。

毎日こんな生活をしている僕は、大学生活を楽

しんでいるとはとても言えない。周りの学生は部活

やサータレ、アルバイトに励み、友達をたくさん作っ

て楽しんでいる。僕は部活に入っていない上にアル

晰輻鼈輻



バイトもしていない。さらに学部にさえ友達がほとん

どいない。なぜならば僕の大学滞在時間は、授業

時間と全く一致している。授業が終わると風のごと

く帰るのだから、友達なんてできるはずがない。唯

一オケの人たちが僕を呼んでくれるので、演奏会の

時は仲間に入って交流しているが、それくらいがい

いとこだ。両立の辛さがじわじわと僕を襲った。だ

が僕は孤立に慣れている。幼いころから彼を優先

してきたので、友人と遊ぶ機会がなかったのだ。そ

れに僕の一日は時間との勝負なのだから、いちい

ち悲観してはいられない。

僕は神大合格と同時に封印していた彼との交流

を再開した。合否が決まる前からコンサートやオー

ディションの予定が入っていたからだ。「久しぶりだ

な。」なんて彼と悠長に話す暇もなく、冬眠中の彼

をいきなリケースから出し、一気に練習を始めた。

さすがの彼も驚いたのだろう、最初は錆びついた

声しか出なかった。

そんな中の入学式、オリエンテーションで先生が

こんなことをおっしゃった。

「合格から今日までに 1冊も本を読んでいない人

は学部を間違ったと思いなさい。」

僕は一瞬ひるんだ。まさに僕のことではないか。

何食わぬ顔をして周りを見渡してみたが、皆涼しい

顔をしていた。だが、僕には立派な言い訳がある。

読書はしなかったが読譜はしたのだから。それも

大量に。

楽譜というのは面白い。一見すると単なるおたま

じゃくしの羅列だが、実は非常に奥が深い。楽譜

には作曲者の背景や思いがつまっており、演奏者

はそれを紐解いていく。そして平面的な楽譜が立体

的な空間芸術になるのだ。僕が文学部を選んだ原

点は音楽にあるといってよい。音楽に触れる中で歴

史に興味を持ち、美術が好きになり、いつの間に

か美術館に通うようになっていた。

文学部は文字通り書物の文学作品を研究する学

部、と捉えられがちだが、実はその分野は極めて
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広い。社会学、心理学、史学なども文学部には含

まれている。

文学とは何か。大辞泉にはこうある。

「思想や感情を、言語で表現した芸術作品。」

文学と音楽は共に人間の五感に働きかける芸術

であり、そういう意味で非常に密接にかかわってい

ると僕は思っている。言い訳がましいが、上記の

理由で、僕が文学部を選んだことは間違いではな

いと報告しておこう。

「大学とはなんて開放的な所なんだろう。」

これは僕が大学生になって一番に感じたことだ。

この解放感は受験を乗り越えたからこそ得た特権

なのだから嬉しいことではあるが、同時に大学入

試というものの価値が僕にはわからなくなっていた。

大学が単なる通過点のような気がしたからだ。

大学とは何をするところなのだろう。専門的な知

識を得るための教育機関であるのは間違いないの

だが、現実は社会へ出るまでの準備機関になって

いるのではないか、と僕は思う。実際に 1年時か

らすでに就職サポートなるイベントがたくさんあり、

参加する学生も多くいる。もちろん学業に専念する

学生も多くいるのだが、その数に劣らずして社会勉

強に精を出す学生が多いのも事実だ。この現実は、

受験に苦しんだ僕にとっては納得のいかないもの

だった。進路に思い悩んだ時期を乗り越え、辛い

受験時代を過ごして大学生になった僕は、大学が

あまりも空虚なものに思えた。

高校までは決められた枠があり、毎日同時刻に

学校へ行き、真面目に授業を受吹 放課後は部活

や予備校へ行く。毎日が大体こんな感じだ。要す

るに今までは何も考えなくとも決められた通りにして

いれば良かったのだ。受験勉強もその一つだ。予

備校に通っていれば、分析されたデータを基に作ら

れた問題を次々に解いていく。個々が何も考えずに

与えられた問題を解くだけだ。

僕が大学を空虚に感じたのは、大学には今まで

のような縛りがないからかも知れない。あるいは教

Fて 下ヽ77777=
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育の最高機関に達したことで、学業競争から解放

され、逆にその解放感が空虚に感じさせたのかも

知れない。

しかし受験勉強とは一体何なのだろう。大学

で学ぶために必要なものもあるが、そうでないもの

の方が多いのではいか。最高機関で学習するにふ

さわしい人物を選ぶ方法が、たった 1回の試験で

あることに疑間を感じる。高い知識が必要であるこ

とは間違いないが、もう少し資質を問うてもよいの

ではないか。だがそうなると、僕は振り落されるに

違いない。不器用でぼんやりした性格で人見知り

が激しいくせに、実は非常にプライドが高く、頑固

であまのじゃくな単なる変人なのだから。

さて話は戻る。前述のとおり、僕は大学におい

て孤立極まりない毎日を過ごしている。だが全くの

一匹狼というわけでもなく、プラベートにはある程

度友人がいる。皆、音楽関係者だが。

僕は 1年の秋、あるコンクールに出場した。その

コンクールは非常にレベルが高く、出場者は全員

音楽大学の学生で、しかも相当上手い部類の人た

ちばかりだ。その中に一般大学の僕が参加すること

は、はっきり言って道場荒らしである。何しに来た

んだと言われるだけだからやめろと家族に言われな

がらも、僕は強硬に出場し、何とか入賞を果たした。

結果は奨励賞だったので満足はいかないが、新聞

に大学名が載った時は、ただ一人、一般大学な

のだから正直爽快感があった。

音楽関係者から、なぜ芸術大学へ行かなかった

のか、とよく聞かれる。そのたびに学業も疎かにし

たくなかったからだと答えるのだが、音楽を選んだ

人から見れば、片手間に音楽をやっている中途半

端な奴だと見えることだろう。

昨年は目まぐるしいほど演奏の機会があった。地

元の新入演奏会に選ばれて出演したのを機に、あ

ちこちから演奏の依頼を受吹 毎月のように弾いて

いる。これは僕と彼の練習の成果を発表できるの

だからとてもうれしいことだ。それに、少しばかりの

演奏料ももらえるので、アルバイトをする時間のない

僕には二重の楽しみになっている。好きなことで利

益を得ることは本当に幸福だ。「有り難う。」と言

われて演奏料を貰うとき、彼と頑張ってきて良かっ

たと実感する。震災のチャリティーコンサートにも参

加し、音楽を通して細やかながら被災地にも貢献

させてもらった。来年の春には、震災のがれきで

作られた楽器を、全国でリレー演奏し、復興支援

するというプロジェクトで震災チェロを演奏する予定

だ。日下手な僕でも、音楽を通して役 |こ立てること

は、僕の大きな自信になっているc

コンクールや多くのホールで演奏した僕は、ある

ハンデを痛感していた。それは楽器の力量である。

彼は頑張っているし、彼のおかげで入賞もできた。

だが彼には限界があり、さらに上を目指す僕に応え

ることは難しくなっていた。いよいよ別れの局面を

迎えた僕と彼は、昨年の秋、8年間のコンビを解

消し、祖母の協力と、成人祝いの前借、そして少

しずつ貯めた僕の全財産をはたいて、新たな出会

いを遂げた。苦楽を共にした彼との別れは寂しいも

のだったが、幸いにも僕の弟弟子が引き取りたいと

申し出てくれたので、ほっとした。今は大切にしても

らっている。

新たな友人とタッグを組み、僕は8月 にイタリア

ヘ演奏旅行に行く。クラシックの本場で、日本人の

僕の演奏はどこまで評価されるのだろう。これまで

の努力が見事に打ち砕かれる可能性が極めて高い

が、得るものは大きいはずだ。必ずや肥やしにして、

一まわり大きくなってみせる。そして今秋、僕はまた

コンクールに挑戦する。この経験は、いずれまた報

生することとしよう。

僕は西洋史を選択した。美術館が大好きな僕は、

美術への興味も捨てがたかったが、やはり世界史

が好きだ。まだ個々の専修別の研究は始まってい

ないが、西洋の時代背景とクラシック音楽の歴史

を絡めた研究をしたいと思っている。今から楽しみ



だ。だが一抹の不安もある。僕には時間が足りない。

これから先、専門研究に十分な時間を割くことがで

きるだろうか。とにかく時間を無駄にすることだけは

避けなければならない。

それにしても、遊ぶ暇もなく、わずかな小遣いを

もせっせと貯金し、大学と家の往復を毎日繰り返し

ていると、周りの学生たちを恨めしく思うことがある。

時には、「遊んでばかりいないでちゃんと学業に専

念しろ。」などと、親のようなことを思う時がある。

自分の中に、気楽になりたいもう一人の自分が存在

していて、嫉妬しているからこそ思うことだ。ではな

ぜこの状況を続けるのか、いつだってやめることは

できる。大学生は自由なのだから。

この心の葛藤は定期的に訪れて僕を悩ませてい

る。そのたびに思い留まり、目標を再確認して頑張っ

ているのだが、実はその先に何があるのか、自分

は将来どうなりたいのかを考えると、ビジョンが見え

ていない。とりあえず神戸大学卒業後は、芸術大

学の大学院へ進学することを決めているのだが。

「とにかく今は頑張りたい。頑張らせてほしい。

30まで勉強させてくれ。」

家族会議でその意思を両親に伝えたら、父はひっ

くり返った。それはもっともだ。僕のエンジェル係数

(子供にかかる生涯教育費)は父の収入の半分

に達しようかと言わんばかりなのだから。全ての教

育機関を公立で育った僕は、普通なら経費が少な

いはずなのだが、音楽によってとんでもなく跳ね上

がっているのだ。これで父をひっくり返らせたのは 2

度目になってしまった。ちなみに 1度目は僕が小学

6年、カレサイズの彼と出会った時だ。

「いくらするんだ。」

「最低でも300万以上。」

そして父は椅子から転げ落ちた。

ここまできたらもう後には引けない。とにかく頑張

らねば。頑張ることでしか家族の協力に応えること

はできない。

重塗重≧三二生 墜 生 ±疸 重 Q

学業と音楽の両立を目指すことは、そのどちらヘ

も中途半端に属している、と周囲には捉えられがち

である。例えばコンクールで功績をあげても、一般

大学に通っている事だけでアマチュア扱いを受ける

のだ。時には悔しい思いをすることもあるが、僕は

自分の選んだ両立という二つの目標に向かってこ

れからも努力していく。

「二兎を追う者は一兎をも得ず」という言葉を、

僕はこれまでに何度聞かされただろう。だが、二兎

を追わなければ、二兎を手に入れることはできない

ではないか。僕は周りの忠告に反発しながら意固

地に今まで貫いてきた。だが忠告を守らない以上、

結果が出なければ「ほら見ろ、言わんこっちゃな

い。」と責められ、卑屈になることも多い。それが

変人と言われる所以だ。この先に何があるかはわ

からないが、とにかく後悔だけはしたくない。そして、

神戸大学を単なる通過点には決してしない。むしろ

神戸大学は文芸両道の優れた大学であることを僕

が実証したいと思っているぐらいだ。自分がどこま

で上れるのか、自分の可能性を試してみたい。不

器用でぼんやりした性格だが、この思いだけは人

に負けない自信がある。

もう少し見守ってほしい。いつかきっと良い報告

ができることを祈って。
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真面ロボランティアの責任

光 り|| オロ真 (地 理学専修 5口 生 )

「足湯ボランティアをしています。」

自己紹介でこういうと、多 くの人が「なんだ

それは ?」 という反応をします。どういう状況

で、なんのために。どんなイメージが思い浮か

ぶでしょうか。足湯ボランティアは災害の被災

地、そのなかの避難所や仮設住宅の集会所など

で、災害に見舞われた方を対象に実施されます。

タライにはったお湯に足をつけてもらいなが

ら、学生などのボランティアが手もみをし、お

話をするというものです。10～ 15分ほどで足

をふき、場合によってはそのあともお話を続け

ることもあります。コミュニケーションを通し

て、心のケアをし、災害被災者のニーズを把握

することを目的としていると言えます。阪神淡

路大震災や能登半島地震、東日本大震災、各地

の水害など、さまざまな被災地でおこなわれて

きました。

以上のように足湯ボランティアについてよく

説明するのですが、自分で言いながらあまり好

きではありません。手短に大体のことが説明で

きているとは思いますが、足湯は簡単で誰でも

できるため、やる人それぞれの個性が入 り込む

余地があると、私は思うのです。

私はここに私 らしさ、真面 目だけれ どテキ

トーで少しイタズラっぽいところ、を織 り交ぜ

ています。神戸大学には足湯ボランティアをお

こなう団体がいくつかあり、私は神戸大学東北

ボランティアバスを通して、東日本大震災の被

災地で足湯をおこなってきました。2011年の 8

月に初めて参加してから、およそ2ヵ 月に一度

のペースで実施されるボランティアバスに、ほ

ぼ毎回参加しています。いままで、私なりの足

湯ボランティアについてしっかりと説明したこ

とはありませんでした。というのもそういう機

会が与えられなかったし、私のなかでも整理し

きれていなかったからなのですが、このレポー

トを足湯ボランティアについて整理する機会に

しようと思います。

自分で言うのも何なのですが、私の性格は真

面目だけれどどこかテキトーで、目立ちたがり

屋だと思っています。足湯には私のこの性格が

あらわれています。気持ち良い足湯を提供した

く、お湯の温度や手もみに気を配 り、方言を理

解 しようとしてお話を聞くのですが、疲れてく

ると、頷いたり相槌をうったりしていても、話

はあんまり聞いていないことがあります。とき

には、少しイタズラをするような心持で、足湯

をしながら、黙ってにこにこして足湯を受けて

いる方の反応を見ることもあります。他にも、

歌ったり、足湯をしてもらったり、自分の個人

的なことをべらべらと話したりしました。こう

した態度をとったために、相手がどういう対応

をすればいいかわからず、困惑するという事態

に陥ってしまったこともあります。しかし一方

で、私が歌をうたったらその場にいた方も歌を

うたったり、私の個人的な話をしたら、それが

共感をよんだりしたこともありました。そうし

た方々は「今日はとても楽しかった。」「今日の

夜はよく眠れそう。」「明日からまたがんばれそ

う。」 といって下さります。こういった言葉を

もらえたとき、私のエゴでやっている行動が、

磯鱚錮



その場に居合わせた方に思いがけず喜んでもら

えたようで、驚きとともに嬉しさがこみ上げて

きます。私が今まで生きてきたなかで経験 し、

そこで考えたことが積み重なって形作 られた、

日常的な振る舞いや価値観が、足湯を通してた

またま居合わせた方々に伝わったこと、その方

にとってなにか共有できるところがあり、笑い

や癒し、活力につながっているかもしれないこ

と、それが嬉しいのです。ボランティアとは言っ

ていますが、私もまたこうして活力をえている

ことを実感します。私に活力を与えて下さった

方々をもっと楽しませたい、次はどんな人に出

会えるだろうか、こういう気持ちが、被災地に

足を運ぶ動機になっていたのだと思います。

とはいったものの、最初からこのような、真

面目なようでふざけた足湯ボランティアだった

というわけではありません。私自身も活力をえ

て、そのお返しのためにまた参加したいという

気持ちになりだしたのは、最近のことで、それ

以前の私はただ使命感で参加していたように思

われます。ボランティアをするからには被災し

た方々のためになる活動をするのだ、というあ

る種の使命感は今もありますが、かつての私に

は、そこに自分も楽しもうという「遊び」があ

りませんでした。「被災者」を楽 しませたいと

いう気持ちで常にボランティア活動には臨んで

いたと思います。神経を張り詰めて活動し、神

戸に帰ってきたらぐっと疲れる、ということに

何度かなりました。当時の私に欠けていたのは、

東北の被災地で出会 う方々は、「被災者」であ

る前に他人であり、そこには気があう人もいれ

ばあわない人もいるという認識だったと、今は

思います。この認識に至らしめた出会いはとい

うと、たとえば野宿者の夜まわりでの経験など

複数ありますが、特に重要だったのは、足湯ボ

ランティアでの出来事だと思っています。

何 日か続けて活動 し疲労がたまっていた私

文窓賞レポートコンクール優秀賞 Q

は、ある女性の方に足湯をしてしばらく談笑し

たとき、集中力を欠いていました。「じゃあ、

自己紹介をしましょう。 )ゴ くが自分について話

した後はお母さんも自分について話してくださ

いね。」 という具合に話を切 り出しました。そ

のときは自分の言動についてあまり深 く考えて

いなかったのだと思います。私は自分の過去や、

現在の環境について話し、その女性の方は、自

身が震災時にどういう被害にあったのかを話し

ました。ほのぼのとした時間がながれました。

「被災者」である前に他人なのだから、当然気

があう人もあわない人もいる。もともと私は、

真面目なようでどこか抜けているところがある

人間なのだから、片意地を張 りすぎず、等身大

の姿で、その姿を面白がってくれる人と、楽し

いひと時を過ごそう。そう思えるようになりま

した。活動を続けてきて、たくさんの人に出会っ

てきました。被災地や仮設住宅、ただの他人だっ

たもののなかには、特別な場所、特別な人たち

と呼べるものが、あまり多 くはないですがあり

ます。

ところで、以前サン・テグジュペリの『星の

王子さま』を読む機会があり、そこにでて く

る「飼いならしたものに、いつまでも責任があ

る」という言葉に魅かれました。私の足湯ボラ

ンティア活動と重なるところがあるように思え

たからです。「飼いならす」 というのは、誰か

と特別な関係を築 くにあたって必要とされる行

為、という風にキツネから王子様に向かって説

かれます。原著では ''apprivoiser“ となってい

るこの言葉は訳者によって「なつく」や「なじ

む」、「仲良しになる」など様々な言葉に訳され

ていますが、私は「飼いならす」が好きです。

「ぼくにとって、きみはまだ、十万人の男の

子によく似た、ひとりの男の子でしかない。ぼ

くはきみのことなんて必要じゃないんだ。きみ

隋靡鰈鰈



だって、ぼくを必要としていない。きみにとっ

てぼくは、十万匹のきつねと区別がつかない、

一匹のただのきつねだからね。でも、もし、き

みがぼくを飼いならしてくれたら、ぼくたちは

お互いに、なくてはならない者同士になれるん

だ。きみはぼくにとってこの世でたったひとり

の男の子になる。ぼくはきみにとって、この世

でたった一匹のきつねになる…」
1

「飼いならす」というと上下の関係のように

聞こえるかもしれません。しかし首輪でつない

で一方に生存の権利がにぎられている場合は別

にして、飼いならすつもりでなにかを与えたと

しても、受け取ってもらえなければ飼いならす

ことにはならないと私は考えます。そうなると

与えた方ではなく、受け取 りにきた方が飼いな

らしているように思えてはこないでしょうか。

「私たちがくるとあなたたち喜ぶでしょ」と

言 って足湯 をしに来 られた方がい ました。

「あ―、たしかに。」と思いました。楽しませよ

うと思っているはずが、楽しませられていたの

です。私は飼いならされていました。

そしてキツネは飼いならすことについて王子

様に説いたあと、飼いならしたものには永遠に

責任をもたなければならないと告げます。

「きみはきみの飼いならしたものに、いつま

でも責任があるんだ。」
ii

「責任をもつ」とはどういうことなのでしょ

うか。私にはまだ分かりません。 しかし、私の

筈身大の在 り方から笑いや活力を受け取 り、私

にも活力を与えてくれた方々に、尽 くしたいと

いう思いは自然とわきあがってきます。眠れな

い夜が減って、毎日を健康的に過ごせるために

できる限りのことがしたいですじ、また、ただ

癒すだけでなく、その人たちが抱える根本的な

問題を解決できるだけの人間になりたいとも思

います。私一人の力では解決できなくても、助

けとなりそうな人を紹介できたらいいです。そ

のためにも広い世界を、いろいろな生き方があ

ることを知っておかなければならないのです。

ここまで私の足湯ボランティアについて綴っ

てきましたが、最後に東日本大震災の被災地に

ついて少し書きます。というのも、ここまでの

文章は足湯ボランティアに焦点を絞ってきたの

で、被災地の現状については触れなかったので

すが、そのために、被災地が「復興」している

かのような印象を与えてしまっては不本意だか

らです。とはいえ、被災地がどういう状況かは

人の話を聞 くよりも、実際に、自分の日と耳で

知ってほしいので多 くは語らず、被災地はまだ

「復興」といえる状況には程遠 く、現地にいて

考えさせられることはそもそも「復興」とは何

なのか、という程度にとどめておきます。

この文章を書かせてくれた全ての出会いに感

謝を申し上げます。

l引
用は 「TBS I新訳星の王子さま」http:/`

www.tbs.co.jp/1epetitprince/tr2 1_56.html(2014

年 7月 31日 最終閲覧)に依 りました。
u上
に同じです。

蛯蝙鰈漑
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だんじり祭

僕は毎年、秋が近づいてくると、妙な感覚に

襲われる。それはたぶん、懐かしさ、というも

のだと思う。何がそう感じさせるのかはよく分

からない。強いて言えば、空気感であると感じ

ていた。気温が下がり始め、朝晩は少し肌寒 く

感じられ、またどんどん日が短 くなってきてい

るのが、通学途中などで実際に目に見えて分か

り始める。そういった空気感の全てが僕にそう

感じさせているのかもしれない。しかし、明確

な対象が何であるのかはずっと分からないまま

だった。それが最近になって、なんとなく分か

り始めてきた。おそらく、それは「だんじり祭」

である。

だんじり祭をご存 じない方も多いと思 うの

で、少しだんじり祭について紹介をしたい。だ

んじり祭は主に大阪府泉州地域で毎年秋に開催

される祭で、だんじり (「地車」などと書 くこ

ともある)と いう4輪の車輪がついた山車に綱

を付け、それを曳いて、鳴物を鳴らしながら街

中を練 り歩き、また、走るというものである。

金力で疾走しながら角を曲がる「や りまわし」

など、危険の伴う面もあるが、非常に迫力のあ

る祭である。

僕は物心がついた頃から、毎年、祭に参加し

てきた。それは本当に自然なことで、自分の生

まれた町にだんじりが存在した、ただそれだけ

のことで、毎年、祭に参加するのは当たり前の

ことであった。例えば、正月には家族でおせち

料理を食べる、ということと同じレベルでの認

識である。祭への不参加は、村八分とまでは言

わないものの、明らかに町内での立場を悪 くす

る行為であった (と いいつつ実際のところ、こ

こ数年で祭の参加者は激減しているのだが)。

しかし、去年、僕はこの 1年だけ、祭への不

文1窓賞レポートコン生二∠レ竺生Q
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参加を決めた。受験勉強のためである。それは

みんなにやむを得ないと判断された。正直、そ

の選択は非常にあっさりとしたものであり、僕

は心からほっとしていた。なぜなら、だんじり

祭は、 8月 下旬から始まる毎晩の寄合や厳 しい

練習を経て成立し、本番は一日中走 りっぱなし

であるからだ。それらと志望大学に合格するた

めの勉強は両立しえないと思われた。いや、実

はこれは正確ではない。不参加を決めた理由は

本当に純粋に、受験勉強のためであった。しか

し、ほっとしたのは単純に受験勉強に集中でき

るからというわけではなかった、と言わざるを

えない。毎年少なからず受けてきた祭に伴う苦

痛を、今年は受けなくて済むのかと思ったから

である。僕は心の奥でそれを確かに喜んでいた。

ところが、僕は結局辛い思いをすることにな

る。それは、しばらくして練習が始まり、毎晩、

鳴物の音が聞こえてきたからだ。響いてくる鳴

物の囃子を聞きながら、家で一人で勉強するの

は本当に辛いことであった。なぜかとても悔し

かった。参加できない自分を不甲斐なく思った。

実は、僕は祭に参加 したかったのだろうか。今

年もだんじりに触れたかったのだろうか。この

間まで不参加を喜んでいたくせに、いざ囃子を

耳にしてどうして心が揺 らぐのか。そうして、

参加しなかったがために、自分の中でだんじり

が大きな部分を占めていたということを思い知

らされ、だんじりの素晴らしさを再認識 した。

そこで初めて、僕が毎年、感じる懐かしさの正

体が分かった気がしたのだ。

毎年、夏の終わりに近づくと、祭に向けての

練習が始まる。そこで 1年振 りにだんじりに触

れることになる。それからはほぼ毎晩、手にマ

メをつ くり、土煙や泥にまみれ、汗だくになっ
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て自分たちの体力の限界に挑み、華麗にだんじ

りを操れるように、美しい鳴物を鳴らせるよう

に、練習を重ねる。村の者みんなで協力し合い、

時には口論にもなりながら、莫大な金 と時間を

かけ、素晴らしい祭を実現していく。毎年この

時期に、その過程を繰 り返すのだ。また、だん

じりは御神木でつ くられている。僕は別に信心

深い人間というわけではないが、それでもだん

じりには、圧倒されるような荘厳さを感 じる。

おそらく、物心がついた時からだんじりと接し

続けているために、辛い練習も含めて、 1年お

きの祭での思い出は僕の身体的、あるいは精神

的な成長や感覚とリンクする。だからこそ、そ

こに神秘的なものを見出してしまう、というこ

ともきっとあるのだろう。今年もまた、このだ

んじりに触れるのだ、ここに戻ってきたのだ、

と感じる。懐かしさにとらわれるのは、毎年繰

り返すそれらによるものなのだ。

だんじりの素晴らしさを再認識したと述べた

が、これは非常に分かりづらく、捉えづらいも

のであると思う。僕はそこから一度離れること

でしか、それを捉えることができなかった。た

だ、捉えることができたのは、これまで祭を通

じてそれをきちんと享受することができていた

からだと思う。見た日は危険で、野蛮な暴走行

為でしかない。参加 していて、どうしてこんな

ことをしなければならないのか、という疑間も

当然、浮かんでくる。それでも、仲間たちとカ

を合わせ、最後まで全力を尽 くす。そこに確か

な幸福を見出すのである。現実的な利益に基づ

いて見れば、おそらく、そのために払った犠牲

の全てが報われるということはまずあり得な

い。むしろ、大部分が無に帰すことになる。だが、

去年の不参加によって僕は、そこにかけがいの

ない本質的な幸福が存在することを知った。だ

んじり祭は元来、神事であり、豊作を祝い、神

への感謝 と祈 りを示す祭であるのに、神社への

お参 りという形式のみを引き継ぎ、その宗教的

な側面を失ってきているにもかかわらず、現在

でも継続されている理由は、おそらくそこにあ

るのだろうと思う。

ところが、現状はというと、年々、祭の参加

者は減ってきているし、人々の中での祭の重要

度が下がってきている。祭は廃止すべきだと主

張する人も増えてきた。毎年、祭の実施に際し

て強烈な反対に遭うのだ。あなた方の自己満足

に振 り回されるのはごめんだ、と。つまり、祭

の中に幸福を見出せない人が増えてきている。

確かに、なんとなく嫌厭 してしまうのは仕方が

ないとも思える。現代人の嫌がる「キツイ、キ

タナイ、キケン」という、いわゆる「3K」 を

完全に満たしているのだから。毎年、どこかの

町で死傷者が出ているし、本番は大規模な交通

規制が敷かれることになるし、鳴物や掛け声な

どの騒音は日常生活を切 り裂 く。さらには、喧

嘩や酒に関わる事故。まだまだある。祭を実施

するにあたってのリスクや面倒事が多すぎる。

しかし、それらが祭によって得られる微かな

達成感に釣 り合うわけがない、と問答無用で断

定されるのはどうかと思う。合理的に判断でき

る領域でしか評価されない。たくさんの犠牲を

払って得られるものは精神的なものであり、現

実的に顕われる効用として認定されない。現実

的利益の伴わない幸福は、対価を払ってまで追

求されない。それが「合理的判断」である。そ

れが現代の「合理主義」である。

見えない幸福 というものは、現代の合理主義

の波によって排斥される傾向にあるようだ。僕

はたまたま、その存在に気付 くことができたた

めに、それが今、脅かされていることにも気付

くことができた。精神性より物質性が優先され

る。美しさよりも便利さ。それは自分たちの生

活の向上に一見して、結びつかないと判断され

るものを、非合理 として即座に切 り捨てる行為

である。しかし、そこにも幸福は存在する。我々

現代人は目に見えない幸福を非合理として排斥
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している。しかも無意識のうちに。

合理主義や合理的価値判断が世の中を問歩す

る中で、敢えて僕は今、幸福をはかる物差しと

して、現代的合理性 とは異なるものを提示 し

たい。経済的に日本より貧しい国でも、国民の

幸福感が非常に高い国はたくさん存在する。金

銭的な意味での裕福な生活は幸福には直結しな

い。精神的余裕が必要なのである。現代的合理

主義のもとに生きる我々には、今行っているこ

とが可能な限り未来に実質的に役に立つように

行動することが求められる。役に立たないと思

われるものは切 り捨て、役に立つと思われるも

のを選択するために、あくせ くしている。常に

正しい選択をするよう迫られ、精神的余裕は感

じられない。自分を縛 り、強迫観念を植え付け

るのは、安定した未来を過度に望む自分自身で

あるのだ。しかも、現代人は時計を、さらには

携帯電話までもを、日常に持ち込んだ。正しい

未来に向けて、常に具体的に計画を意識して行

動することが求められることになった。

より良い未来への欲求、あるいは、人間の知

の結晶である、そういった機器の使用があって

こそ、我々は人間である、 というのは正 しい。

人間を人間たらしめるものは、高度に発達 した

知能であり、それを使いこなし、より良い未来

を歩める能力である。しかし、我々は人間であ

るということに騎ってか、それを振 りかざすこ

とに夢中で、生物としての自然な欲求を無理矢

理、抑制してはいないだろうか。極端に合理主

義な世の中に疲れ果て、擦 り減っている人は少

なくないと思う。

僕は、本能にのみ従って生きていた原始時代

に回帰すべきだとは思わない。たまにはルー

ティンな日常を飛び出して、羽を伸ばし、精神

的余裕を求めてもいいのではないか、というこ

とである。自分の損得を考慮 してから行動する

のではなく、自分がしたいと思うことを自然の

本能に従って行う。もちろん、社会の規範の内
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で、である。あるいは、社会の規範がそういっ

た日を設定していることが多い。それが例えば、

夏祭 りや秋祭 りといったハレの日である。合理

主義が標準的な物差しである、これから先の時

代でも、こういったものは確実に必要だと思う

し、だんじり祭はそういう場の 1つ になってい

るはずだと僕は思う。
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